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介護保険課庶務・保険料担当
電話 620-7415　FAX 620-7418

■介護保険料について

介護保険課認定審査担当
電話 620-7414　FAX 620-7418

■要介護認定について

介護保険課総務・給付担当
電話 620-7416　FAX 620-7418

■介護サービスについて

高齢者福祉課相談担当
電話 620-7420　FAX 624-7720

■介護保険・高齢者福祉に関する
　申請、相談について

お問い合わせ先

●より詳しいパンフレットはこちらへ

八王子市　介護保険　パンフレット 検索
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●保険料の納付
●要介護認定の申請 ●サービスの提供

●利用者負担
の支払い

　介護保険とは、40歳以上の方が加入者（被保
険者）となって保険料を納め、介護が必要になっ
たときにサービスを利用できる制度です。住み慣
れた地域でいつまでも安心して暮らせるように、
八王子市が保険者となって運営しています。

　40歳以上の方が、介護保険の被保険者です。

介護保険のしくみ

八王子市（保険者） サービス事業者

わたしたち
（被保険者）

●介護報酬
　の支払い

●介護報酬
　の請求

●要介護認定
●保険証の交付
●負担割合証の
　交付
●保険料の徴収

　介護や支援が必要であると「認定」を
受けた方がサービスを利用できます。

 65歳以上の方（第1号被保険者）

 40～64歳の方（第2号被保険者）
※医療保険に加入している方

●65歳になる月（誕生日が1日の方は
前月）にご本人に郵送で交付します。
●有効期限はありません。

　加齢と関係があり、要支援・要介
護状態の原因となる心身の障害を引
き起こす疾病（特定疾病）により介
護が必要であると「認定」を受けた
方がサービスを利用できます。

介護保険とは

高齢者あんしん相談センター
（地域包括支援センター）

介
護
保
険
と
は

介護保険に加入する方は

　高齢者が自立して生活できるように、さま
ざまな支援を行います。

相  談
支  援

連  携 連  携

　介護保険を運営し、サー
ビスを整備します。保険
証や負担割合
証を被保険者
に交付します。

　指定を受けた民間企業、
NPO法人、社会福祉法人、
医療法人などが、サービ
スを提供
します。

介護保険証

●要介護認定を受けた方に郵送で交付します。
　特定疾病には加齢に伴って生じる「初老期における認知症」
「関節リウマチ」などの16種類の病気が定められています。
それぞれの病気に診断基準を設けていますので、要介護認定
の申請の前に、主治医に相談しましょう。　　

介護保険証

　介護保険証を受け取ったら内容を
確認して、大切に保管しておきま
しょう。

介護保険証を確認する

住所・氏名・生年月日などに誤り
がないかを確認しましょう。 見 本

参照▶P9
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申請に必要なもの

　介護や支援が必要と感じたら、まずは高齢者あん
しん相談センターや高齢者福祉課に相談しましょう。

サービスを利用するにはサービスを利用するには

利
用
す
る
に
は

相談
　窓口で、相談の目的や希望するサービスなどをお
伝えください。

基本チェックリストを受けます
　高齢者あんしん相談センター　　　　　　で受け
られる「基本チェックリスト」によって、生活機能
に低下がみられた場合に「事業対象者」として、介
護予防・生活支援サー
ビス事業を利用するこ
とができます。

※要介護認定の申請は不
要です。

65歳以上で介護予防・生活支援サービス事業の
利用を希望する場合

介護サービスや介護予防サービスの
利用を希望する場合   P5 

1

申請2
　申請の窓口は高齢者福祉課、高齢
者あんしん相談センター、市内の各
事務所（デジタルフロントスポット
長房及び斎場霊園事務所は除く）で
す。申請は、本人や家族のほかに、
高齢者あんしん相談センターまたは省令で定められ
た居宅介護支援事業者や介護保険施設などに代行し
てもらうこともできます。

　ケアマネジャー（介護支援専門員）を配置している事業者
です。要介護認定の申請代行やケアプランの作成を依頼する
ときの窓口となり、サービス事業者との連絡・調整をします。

居宅介護支援事業者とは？

　介護の知識を幅広く持った専門家で介護保険サービスの
利用にあたりさまざまな役割を担います。
●利用者や家族の相談に応じアドバイスします。
●利用者の希望や心身の状態にあったプランを作成します。
●サービス事業者との連絡や調整をします。
●施設入所を希望する方に適切な施設を紹介します。

ケアマネジャーとは？

●要介護・要支援認定申請書
申請窓口に置いてあります。

●介護保険の保険証
●医療保険の保険証等申請へ2

参照▶P9

参照▶P18

※上記以外に、マイナンバーが確認できるもの、本人や代理人の
本人確認書類、主治医に関する書類などが必要です。詳しくは
高齢者あんしん相談センターや高齢者福祉課の窓口にお問い合
わせください。
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利
用
す
る
に
は

認定調査・判定3
　申請により訪問調査を行います。
　その後に訪問調査結果や主治医の意見書をもとに
審査・判定が行われ、介護や支援が必要な度合い（要
介護度）が決まります。

結果の通知4
　介護認定審査会の判定にもとづき「要介護1～5」
「要支援1・2」「非該当」の「要介護状態区分」に認定
して、結果を通知します。要介護状態区分や支給
限度額などを記載した保険証を発行します。

　八王子市の担当職員などが自宅などを訪問し、心
身の状態や日中の生活、家族・居住環境などについ
て聞き取り調査を行います。本人だけでなく介護して
いる方も同席いただけます。

要介護状態区分

　介護が必要にならないように、
生活機能の向上を支援するための
サービスが利用できます。

介護予防・生活支援
サービス事業
（　　　参照）

要支援1

要支援2

非該当

　要介護状態の軽い方が、心身機
能の低下を防ぎ、改善するための
サービスが利用できます。

介護予防サービス
（　　　参照）

　日常生活で介護を必要とする度
合いの高い方が、生活の維持・改
善を図るためのサービスが利用で
きます。

介護サービス
（　　　参照）

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

※介護予防サービスと介護予防・生活
支援サービス事業の両方を利用する
こともできます。

基本チェック
リストを受けて
「事業対象者」
と認定された方

※65歳以上の方なら誰でも利用できる、介護予防・日常生活支
援総合事業の一般介護予防事業もあります。（ ▼P19参照）

▶P12

▶P10

▶P18

訪問調査

　訪問調査の結果や主治医の
意見書の一部の項目をコン
ピュータに入力し、一次判定を
行います。

一次判定

　八王子市が主治医に作成を依頼し、主治医から意
見書が提出されます。

主治医の意見書

　一次判定や主治医の意
見書などをもとに、保健、
医療、福祉の専門家が審
査・判定します。

二次判定（認定審査）
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身近な相談窓口「高齢者あんしん相談センター」
（地域包括支援センター）とは？

5
　要介護状態区分の認定結果をもとに、居宅介護支
援事業者や高齢者あんしん相談センター（　　参
照）などに依頼して、どの
ようなサービスをどのくら
い利用するか、といった各
種サービスを組み合わせた
ケアプランを作成してもら
います。

ケアプランの作成

　入所を希望する介護保険施設へ直接申し込んで契約し、
施設においてケアマネジャーがケアプランを作成します。

施設へ入所したいときは（要介護1～5の方のみ）

※ケアプラン作成は、全額が保険給付の対象となりますので、利用
者負担はありません。

要介護状態区分 ケアプラン作成依頼先

要介護1～5 居宅介護支援事業者

要支援1・2
高齢者あんしん相談センター

　高齢者あんしん相談センターは、介護予防・生活支
援サービス事業対象者及び要支援1・2の方の介護予
防ケアプランを作成するほか、市・医療機関・サービ
ス提供事業者・ボランティア等と協力し、高齢者の様々
な相談に対応する総合的な役割を担っています。

　要介護状態区分が「要支援1・2」と認定された方や、
「事業対象者」の方などが自立して生活できるように、
介護予防の支援をします。

■自立した生活を支援します

　介護保険の申請受付や、その他生活支援に必要な
サービスなどの情報提供を行います。

■さまざまな相談に対応します

　認知症地域支援推進員、生活支援コーディネーター
を配置して、関係機関と連携して認知症や地域生活
に関する相談支援を行っています。

■認知症や地域生活に関する相談支援を行います

事業者や
ケアマネジャーの指導
など

主任ケアマネジャー 保健師（または経験
のある看護師）

高齢者の権利擁護に関
する相談など

社会福祉士

認定結果の有効期間と更新手続き

　認定の有効期間は新規の場合は原則6か月、更新認定の
場合は原則12か月です。要介護・要支援認定は、有効期間
満了前に更新手続きが必要です。更新の申請は、要介護認
定の有効期間満了日の60日前から受け付けます。

利
用
す
る
に
は

　虐待の早期発見、成年後見制度の紹介、消費者問
題への対処など、高齢者が日々安心して暮らせるよ
うその権利を守ります。

■みなさんの権利を守ります
ぎゃくたい※施設は自分で選ぶほか、ケアマネジャーなどに紹介してもら

うこともできます。

▶P9

介護予防ケアプランの作
成や介護予防指導など

●指定を受けた居宅介護支援事業者に
　依頼できる場合もあります。

詳細はこちら

▲

高齢者あんしん相談センターは
市内に21か所あります。　
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身近な相談窓口「高齢者あんしん相談センター」
（地域包括支援センター）とは？

5
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ようなサービスをどのくら
い利用するか、といった各
種サービスを組み合わせた
ケアプランを作成してもら
います。
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主任ケアマネジャー 保健師（または経験
のある看護師）
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利
用
す
る
に
は
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うこともできます。

▶P9

介護予防ケアプランの作
成や介護予防指導など

●指定を受けた居宅介護支援事業者に
　依頼できる場合もあります。

詳細はこちら

▲

高齢者あんしん相談センターは
市内に21か所あります。　
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要
支
援
1
・
2

1

2

お住まいの地区の高齢者あんしん相談セ
ンターに連絡

介護予防ケアプランの作成
　本人や家族と、高齢者あんしん相談センター
の職員が話し合い介護予防ケアプランを作成し
ます。

3 サービスを利用
　サービス事業者と契約し、介護予防ケアプラ
ンにもとづいて介護予防サービス
および介護予防・生活支援サービス事業　　　
を利用します。

介護予防サービス（要支援1・2の方）

相談

自宅を訪問し日常生活を手助け
■介護予防訪問入浴介護
■介護予防訪問リハビリテーション

お医者さんの指導のもと管理・助言
■介護予防訪問看護
■介護予防居宅療養管理指導

短期間施設に泊まる
■介護予防短期入所生活介護
■介護予防短期入所療養介護

環境を整える
■介護予防福祉用具貸与
■特定介護予防福祉用具購入
■介護予防住宅改修

施設に通う
■介護予防通所リハビリテーション

住み慣れた地域で
■地域密着型介護予防サービス

施設に入る
■介護予防特定施設入居者生活介護

■介護予防支援
原則として1～3割の自己負担で利用できます。

要支援1・2の方の場合要支援1・2の方の場合
　要支援1・2の認定を受けた方は、介護予防サー
ビスと、介護予防・生活支援サービス事業が利用
できます。高齢者あんしん相談センター※に依頼し
て介護予防ケアプランを作成してもらい、それにも
とづいてサービスを利用します。
※指定を受けた居宅介護支援事業者に依頼できる場合もあります。

介護予防サービス利用の流れ介護予防サービス利用の流れ

介護予防サービスの種類介護予防サービスの種類

この他、介護予防・生活支援サービス事業も利用できます。

▶P18
▶P11

▶P9
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要
介
護
1
〜
5

要介護1～5の方の場合

ケアプラン作成を依頼
　依頼する居宅介護支援事
業者を決めます。

ケアプランの作成
　本人や家族と、担当のケ
アマネジャーが話し合いケ
アプランを作成します。

在宅でサービスを利用したい

サービス事業者と契約
　訪問介護や通所介護など
を行うサービス事業者と契
約します。

在宅サービスを利用

1

2

3

4

介護保険施設と契約
　入所を希望する施設
に直接申し込みます。
居宅介護支援事業者
などに紹介してもらう
こともできます。

ケアプランの作成
　入所した施設で、ケ
アマネジャーが本人に
合ったケアプランを作
成します。

施設に入所したい

施設サービスを利用

1

2

3

介護サービス（要介護1～5の方）
　要介護1～5の認定を受けた方は、介護保険の
介護サービスを利用します。居宅介護支援事業者
に依頼してケアプランを作成してもらい、それに
もとづいてサービスを利用します。

介護サービス利用の流れ

相談

自宅を訪問し日常生活を手助け
■訪問介護　■訪問入浴介護
■訪問リハビリテーション

お医者さんの指導のもと管理・助言
■訪問看護　■居宅療養管理指導

短期間施設に泊まる
■短期入所生活介護　■短期入所療養介護

環境を整える
■福祉用具貸与　■特定福祉用具購入
■居宅介護住宅改修

施設に通う
■通所介護　■通所リハビリテーション

住み慣れた地域で ■地域密着型サービス

施設に入る ■特定施設入居者生活介護

■居宅介護支援
原則として1～3割の自己負担で利用できます。

介護サービスの種類【居宅サービス】介護サービスの種類【居宅サービス】

自宅を訪問してもらうほか、施設に通う、短期間施設
に泊まるなど様々なサービスがあります。
●費用は、サービス事業者の体制、利用するサービスの時間
や内容などによって異なります。

●利用するサービスによって、食費、日常生活費、滞在費な
どが別途必要となります。▶P13 ▶P14
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要
介
護
1
〜
5

介護サービス（要介護1～5の方）

生活介護が中心の施設
■介護老人福祉施設

介護やリハビリが中心の施設
■介護老人保健施設

長期療養の機能を備えた施設
■介護医療院

施設サービスの種類施設サービスの種類
※要支援の方は利用できません。

※新規に入所できるのは原則、要介護3以上の方

施設サービスを利用した場合は、
①サービス費用の1～3割、②居住費、③食費、
④日常生活費の合計が利用者負担となります。

施設
サービス費
の自己負担分

居住費
日常
生活費
（理美容
代など）

食 費 自己
負担＝

※居住費は、施設の種類や部屋のタイプによって異なります。

サービスについてのご相談は
高齢者あんしん相談センターまで

▲

施設サービスを利用した場合の費用施設サービスを利用した場合の費用

　居住費・食費は、施設と利用者との契約により
決められますが、施設の平均的な費用をもとに、
基準費用額を定めています。

居住費・食費について居住費・食費について

　所得や資産などが一定の基準以下の方に対して、
「居住費」と「食費」の自己負担額を軽減する制度
があります。（負担限度額認定制度）

居住費と食費の負担軽減居住費と食費の負担軽減
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　みなさんが納める保険料は、介護保険を運営していくための大
切な財源です。誰もが安心してサービスを利用できるように、保
険料は必ず納めましょう。

介護保険の保険料

保
　険
　料

４０～６４歳の方の保険料４０～６４歳の方の保険料

介護保険の財源構成

27％
12.5
％

12.5％
25％●国の負担金

●八王子市の
　負担金 サービスの利用者負担

23％
●65歳以上の方の
　保険料

●東京都の
　負担金 ●40～64歳の方の

　保険料

　加入している医療保険の算定方法により保険料
額が決められ、医療保険料と合わせて納めます。

65歳以上の方（第1号被保険者）の保険料65歳以上の方（第1号被保険者）の保険料
●八王子市の介護サービス費用がまかなえるよう算出された「基
準額」をもとに決まります。

●保険料は所得などに応じ、17段階に分けられています。

八王子市の基準額　71,400円（年額）

　「合計所得金額」とは、収入金額から必要経費に相当する金額
を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除
や損失の繰り越し控除をする前の金額です。ただし、保険料や負
担割合などの算定には下記の金額を差し引いた金額になります。
●土地建物などの譲渡に係る特別控除がある場合には、特別控除額
●介護保険料の算定のみ、本人が市民税非課税の場合には、公的
年金等に係る雑所得

※介護保険料や負担割合などの算定に際して、給与所得および公的年金
等に係る雑所得が含まれている場合などは、その給与所得や雑所得
から10万円を控除した金額を合計所得金額とする場合があります。

　（介護保険料の算定のみ、市民税課税の場合を除く）

合計所得金額とは…コラム

　課税対象となる公的年金等（国民年金・厚生
年金など）の収入額のことです。
　遺族年金・障害年金などの非課税となる年金
は含まれません。

課税年金収入額とは…コラム

保険料年額(円)保険料率対象になる方所得段階

世帯全員が市民税非課税で、本人の課
税年金収入額と合計所得金額の合算額
が80万9千円超、120万円以下の方

●生活保護受給の方
●老齢福祉年金受給者で世帯全員が市
民税非課税の方

●世帯全員が市民税非課税で、本人の
課税年金収入額と合計所得金額の合
算額が80万9千円以下の方

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階
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世帯全員が市民税非課税で、第1段階、
第2段階に該当しない方
世帯に市民税課税の方がいて、本人の
課税年金収入額と合計所得金額の合算
額が80万9千円以下の方
本人が市民税非課税で、上記の第4段
階に該当しない方

合計所得金額が120万円未満の方

合計所得金額が120万円以上210万円
未満の方
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合計所得金額が1,000万円以上1,500
万円未満の方
合計所得金額が1,500万円以上2,000
万円未満の方

合計所得金額が2,000万円以上の方
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　みなさんが納める保険料は、介護保険を運営していくための大
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保
　険
　料
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介護保険の財源構成

27％
12.5
％
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23％
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介護保険料の納め方介護保険料の納め方

　忙しい方、外出が難しい方は、便利で確実な口座振替が
おすすめです。次のものを持って八王子市指定の金融機関
で手続きしてください。

～口座振替がおすすめです～

●保険料の納付書
●預（貯）金通帳
●印かん
　（通帳届出印）

介護保険料を納めないでいると…介護保険料を納めないでいると…
　特別な事情がないのに保険料を
滞納していると、滞納処分（差押え）
や滞納期間に応じて以下のような措
置がとられます。
　なお、納付が困難な場合はご相
談ください。

（65歳を迎える年度・八王子市に転入された年度）

※日付により前後することがあります。

八王子市から送られてくる納付書により、市役所・
市内の各事務所・取扱金融機関などで納めます。

誕生月・転入時期
4月～5月
6月～翌3月

7月
誕生月・転入時期の翌月

納入通知書・納付書　送付時期

令和7年度

（65歳を迎えた翌年度・八王子市に転入された翌年度）令和8年度

一部の方は、年金からの差引きにならない場合があります。
●年金の年額が18万円未満の方
●年金担保で借り入れをしている方　 など
※受給されている年金の種類によっては年金からの差引きができない場合
があります。

webからも
お申込み
できます。
八王子市 Web口座

上記に加えて、滞納期間に応じて、利
用したサービス費用の自己負担割合が
3割または4割に引き上げられたり、
高額介護サービス費などの支給も受け
られなくなったりします。

2年以上
滞納すると

引き続き、利用したサービス費用は
いったん全額自己負担となり、申請し
ても保険給付費の一部または全額が一
時的に差し止められます。
滞納が続く場合は、差し止められた額
から介護保険料が差し引かれる場合が
あります。

1年6か月
以上
滞納すると

　災害などで、保険料を納めることが
難しい場合は、保険料の減免や猶予が
受けられる場合もあります。困ったと
きは、お早めに八王子市の介護保険課
庶務・保険料担当にご相談ください。

1年以上
滞納すると

利用したサービス費用はいったん全額
が自己負担となります。申請により後
から保険給付費が払い戻されます。

納期限を
過ぎると

督促が行われます。その後延滞金が生
じる場合があります。

困ったときは、
お早めにご相談
ください

保
　険
　料

　年金の定期払い（年6回）の際に、介護保険料をあらかじ
め差引きします。個人で納め方を選ぶことはできません。

●65歳になられた方や転入された方は半年から1年後に年金か
らの差引きが始まります。

年　金　から納めます（特別徴収）
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